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を生ずる 4 遺伝子中の 1 遺伝子は同酵素生産の無機りん酸による抑制の機構に密接に関係しているこ
とを各種非生産性突然変異と構成性突然変異を組み合わせた二重突然変異株を用いて示している。
第 3 章においては 構成性突然変異の分析により検出された 3 遺伝子中の 1 遺伝子が無機りん酸の
細胞内への能動輸送に関与していることを放射性同位元素を用いて示し，同遺伝子の機能を明確にし
ている。















より，突然変異により酵素非生産型となる 4 遺伝子と劣性構成性となる 3 遺伝子を見出した。これら
表現型の異なる突然変異株間の交雑により二重突然変異体を育成し，その表現型から各遺伝子の上・
下位を決定し，別の研究で認定された構造遺伝子に対し，負の制御と正の制御の組み合わされた複雑
な制御遺伝子系が働き，その発現を制御することを示した。更に負の制御を示す 2 遺伝子が共同して
作り出す物質は，原核生物で確認されているリプレッサーと考えて矛盾しないこと，また無機りん酸
の細胞内への能動的取込みに関係する遺伝子など，従来乏しかったこの分野に多くの新知見を加えた。
このように本論文は実用酵母の育成に対し適切な概念を与え，また基礎遺伝学に貢献するところ大
である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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